地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：グループホーム寿生の家
施設種類：グループホーム　・　小規模多機能型居宅介護施設（該当に○）

デイサービス
日　　時：　R７年　1月　2３日　　　　書面会議
	利用者代表
	０人
	有識者
	２人

	利用者家族
	１人
	高齢者あんしん支援センター職員
	１人

	地域住民の代表
	　２人
	出雲市職員
	０人

	その他（事務長、事務次長、管理者、介護リーダー）
	５人


出席者
（人数）
1、 利用者様状況報告（1月22日現在）
利用者数　：桜棟8名　梅棟9名　（男性1名　女性16名）
　　介護度分布：桜棟　　要介護1：2名　2：4名　3：1名　4：0名　5：0名
梅棟　　要介護1：3名　2：3名　3：3名　4：0名　5：0名
　　平均介護度：桜棟　1.8　　梅棟　2.0　　全体平均　1.9
　　平均年齢　：桜棟89.9歳　梅棟92.0歳　全体91.0歳（最高齢104歳　最年少83歳）
　　待機者　　：20名
　　入退所　　：桜棟は12月に1名在宅から入所があったが、1月に1名入院の状態で退所となった。現在、待機者の中から次の入所を検討中。
　　　　　　　　梅棟は12月に緊急ショートステイを受けた。その後、待機の中から1名入所があった。
　　　　　　　　空床利用緊急ショートについて
　　　　　　　　入居申し込みはなかったが、居宅のケアマネより相談があった。入院中だが自宅への退院も出来ず、すぐに施設も見つからずという状態だった。病院では夜間、歩き回られてとても見守りができないため、特例で家族の付き添いをお願いされていた方だった。次の施設への段取りが出来るまでのショートをお願いされた。
　　　　　　　　認知症の症状も様々で、夜間せん妄や無断外出の心配もあったが、職員全員で協力しながら対応した。11日間のご利用となった。
　　在所期間　：2ヶ月～18年3ヶ月
　　　　　　　　
　２，活動状況報告
行事報告
　　12月27日～餅つき会
　　　例年はもち米で本物の餅をつき、とても小さく丸めて、きなこ、みたらし、大根おろしの3種類のお餅を準備して召し上がっていただき、飲み込みにも問題のある方はご飯をついてご飯餅にしていた。しかし、現在の利用者様の状態として、7割程度の方がご飯餅対象だったため、全員がご飯餅とした。段ボールに臼の絵を書き、その中に入れたボールのご飯を杵でついてパフォーマンスで餅つき気分を味わっていただきました。出来上がったご飯餅は講評でしっかりと召し上がってくださった。
　　1月6日～お正月会
　　　お正月の歌やカルタ取り、福笑いなどの遊びで楽しみ、ご飯餅のぜんざい、お神酒などでお正月を感じていただいた。桜棟に出来た「寿生神社」へお参りし、おみくじを引いたり、元旦には実際に万九千神社や塩冶神社へ初詣に出掛けた。
　　行事予定
　　2月～節分会
　　3月～ひな祭り
普段の活動
ラジオ体操や棒体操、嚥下体操、リハビリ職からの助言のあった個別の取り組みも継続して行っている。
家事作業全般、煮物やおやつ作り、縫い物、壁画作り（折り紙・ちぎり絵、端切れを使った作品作りなど）、歌、塗り絵、風船バレー等のレク、誕生会、パソコンゲーム、日記を書く等々個別の活動も行っている。
　
３，感染症について
　　　12月中旬に梅棟でインフルエンザでもコロナでもない風邪症状の方が数名あった。それぞれ
受診していただき、お元気になられて新年を迎えられた。
　　しかし、1月8日にインフルエンザにり患された方が梅棟で2名確認された。それぞれインフ
ルエンザ治療薬等を処方され、施設内居室での隔離対応を行った。面会も梅棟のみ一時中止
としたが、それ以上の広がりはなく、21日に面会可能の状態に戻している。
桜棟では1名風邪症状の方があった。受診の結果インフルエンザでもコロナでもない風邪との
ことで処方薬を内服してお元気になられた。
この冬はインフルエンザの爆発的な感染が一般にもあり、その後コロナもまた感染が拡大し
ている様である。いつ、どこで職員自身ももらうか分からないが、基本的な感染対策は継続してできるだけ“持って入らない”ようにしたいと思っている。
研修会について
1月22日には院内研修として雲南病院の感染症認定看護師の方の講演があった。「冬期に流行するウイルス感染症とその予防」というとてもタイムリーな研修会となった。改めて感染予防に努めて、この冬を乗り切りたいと思っている。
４，ＩＴ化について
　これまで記録に関しては全て手書きで行ってきた。実際のところ、ＩＴ化することで様々な利点もあるようである。新たな職員を募集する際にも若い介護職はＩＴ化されているかどうかも選択の条件とされるとのことなので、国の補助金が使える今、ＩＴ化を進めることとなった。パソコンに不慣れな職員もいるので、大変な部分もあるが、今後の施設運営のために頑張りたいと考えている。IT化には事務次長が中心となり、それぞれの棟でIT化リーダーを決めて進めている。“ワイズマン”の方からの説明会は初回が1月29日となっている。実働は4月の予定。
５，意見交換
＜家＞昨年9月から母がお世話になっている。まず、驚いたのはアットホームな雰囲気で、訪問する度、職員の方々の笑顔と挨拶には、家族の自分も心が和んだ。さらに、貴ホームならではの「日常の生活支援」「認知症ケア」「日々の健康管理」「感染症対策」「各種行事」に加え、「家族や趣味を交えての日頃の活動」等には入所者のことを常に気遣い、そして支えてくださっている姿勢には、家族として感謝に堪えない。また、訪問時にいつも思うのが母の笑顔で、以前入所していた施設ではなかなか見ることが出来なかった笑顔を見るたびに、貴ホームでお世話になって本当に良かったと思うとともに重ねて感謝申し上げたい。今後ともよろしくお願いします。
＜管＞そういう言葉が職員として最も嬉しい。今後とも利用者様の笑顔のために頑張っていきたい。
＜有＞資料や便りを見せてもらった。変わらず職員さんははつらつと仕事をされていると感じた。利用者さんも生活を楽しんでおられると思う。
あるGHが閉鎖されることを知って驚いた。職員不足と聞いている。どこの施設も職員が足りなくて困っている。実際、自分のところも職員が少ないので利用者を受けることができなくて困っている。どこも少ないので、どうしたら職員が来てくれるのかと様々なことを考えていると思う。しかし、給料面の改善は最低限必要なのだと思う。また、何らかの“現物支給”も心掛けている。
ヘルパー養成研修などを企画しても人が集まらない。実務者研修に約10万円かかるため難しいという声もある。
＜管＞実際、介護を始めるにあたっての敷居が高くなっていると感じる。もっと介護業界への一歩を踏み出すのに楽に入れると良いのではと感じることもある。
＜有＞ケアマネのサービス計画についても物申したい部分もあり、昔との違いを感じている。近々会合を開く予定。
＜管＞頑張ってほしい。
＜あ＞寒暖差が激しく、また、感染症が流行するなど、体調管理が難しい時期が続いている。そのような中でも季節の行事を楽しまれている様子が伝わった。どうぞ今後も体調に気を付けて過ごしてほしい。
＜事＞昨年、一昨年とちょうど同じ時期に寿生苑でコロナ感染の拡大があり、面会の制限やそろそろ緩和か、と話し合っていたのを思い出した。
今年、寿生の家では1月に少数のインフルエンザ感染、その後、2月に入り、コロナウイルス感染が発生した。（寿生苑も今大変な状況にある。）
そんな中でも職員さん達は声を掛け協力しあって業務をされていた。大変心強く感じた。とはいえ、感染対策をしながらの日々の業務、とても負担が大きいと思う。各自の体調にも注意しながらなんとか乗り切ってほしいと思う。一日でも早く終息することを願っている。
＜管＞コロナ禍には一度も施設の利用者様に感染者を出さない、と頑張って乗り切ることができたのに、ここでコロナ陽性になった利用者様が残念なことに全体で5名あった。しかし、発熱のない利用者様もあり、そういった方は“何となく様子がいつもと違う”という小さな変化を見つけて早めの対応ができたので、広がらなかったとも感じている。初動のところでは看護部長や寿生病院の看護師長、寿生苑の事務長、事務次長にゾーニングや物品のセットなど大変お世話になった。利用者様の感染が5名に抑えられたのもご協力と職員の頑張りだと思っている。寿生苑も一日も早く終息することを願っている。
＜有２＞コロナやインフル感染で面会ができない状態だったと思うが、もう可能となっているとのことで安心した。面会制限は家族の不満につながると聞く。また、その不満が対応についてのことなど矛先が違う方向に行くこともある。普段からのコミュニケーションがとても大事だと思う。寿生の家さんはとても工夫されていると思うし、生活面などの対応が家族に伝わっていると思う。
＜管＞寿生の家からは利用者様の生活の様子や健康状態などを担当者と管理者から手書きのコメントでお伝えしている。家だよりも毎月発行しているので、伝わっていると思っている。
＜有＞担当しているショートステイ利用者様のご家族から利用中の報告書を見ると誰にでもあてはまる定型文のようで不満を口にされた。手書きのコメントは心も添えられているようでとても良いと思う。
＜管＞手書きをするのは大変な部分もあるが、続けていきたいと思う。
＜家＞いつもいい具合に対応してもらって、本人もおちついていて助かっている。できることをさせてもらって喜んでいる。毎月の家だよりや日頃の様子についてのコメントなどで生活の様子がよくわかって喜んでいる。父は毎日のように行かせてもらっていて迷惑ではないか？
＜管＞そんなことはない。自家製の採れたて野菜の差し入れも毎回いただき、本当にありがたく思っている。畑から直接来られて玄関の椅子で和やかに会話されてお二人の良い時間になっていると感じている。
＜地＞いろいろな感染症があって介護される方は本当に大変だと思う。面会も悩まれるところだと思う。職員さんも身体に気を付けて頑張ってほしいと思う。
＜管＞頑張っていきたいと思う。
＜介＞今年に入って色々なことが起こり、コロナ感染も初めて確認されて大変だった。全体に広がらずに本当に良かったと思っているが、やはり思うのは“施設に持って入らない事”だと思う。自分の体調にも気を付けて頑張っていきたいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
